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　　食　　挿　　話
皆既食を前にして
　村幽　　．．ヒ　　　忠L　　徹＝
　　L‘日食の罐詰，，
　日食といふ字は元來日蝕と書くべぎものである。蝕の字は獄が桑をたべる
様に蝕むことを聯想させる．和漢の古記録をみても概ね蝕の字が用ひてある
が，何時ごろからのことか間々食の字が用ひられてるる．例へべ績通．鑑綱目
などは殆んど食と書V・てある様だ．どうしたわけか本暦にはすっと食の字を
用ひ，近年になっては漢字簡易化の波に乗って，この方が漱迎されて一般に
　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　　り通用してみる様である．然し日がはゑると云ふ本來の字義からして蝕の方が
正字であると思ふ．先般東京の街外れの児頭で，美しい魚の絵が掛かってみ
るのをみて職業柄ハツとしたことがある．その中にL日食の罐詰「とあったか
らだ．何のことはなV・日本食品會就の廣告だつた．食の話，食の研究などと
いふと食物のことを想はせるだけでも罪な話ではなからうか．
　　　　　　　　　　　　　日食が與＾る不吉感
　何でも分らなvo事柄は紳秘にみえる．原始時代には日食を祠秘なものとし
d布れたことに不思議はない．英語のEclipseとv・ふ語も多少不吉な意味を
含んだギリシャ語に胃管してみる．V・つも赫々として蔽ふべからざる太陽が
眞書中に噺けてゆくのをみると，現代のわれわれでも何だか不吉なな罪な感
じがしなv・でもなv・．日本人は日食の時には井戸に毒がはいるとVbふので，
蓋をする風習があるといふことが或る古い外早書に出てみた．何だか今でも
ありそうな氣がする．
　　　　　　　　　　　　エジプトで用ひた太陽像
　太陽を祠1として崇拝したエジプト人やフエニキや人，ペルシヤ人，アツス
リや人などは太陽を表はすのに浮彫にした牟球の爾側に翼を張ってみる形が
用ぴられてるる．この翼は皆既日食のときにみえるコロナに象ったものであ
るとV・はれてみる．實際太陽活動週期に件ってコロナの形も種々あるが，極
小期のときは爾側に長く伸びたコロナが流出して全くこれに酷似してみる．
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これに關聯して私は正月
の注連縄を想ひだす．ほ
かの地方では多少違って
みるようだが，私が’育つ
た鹿見島では美しい色の
澄のまわりに裏白の葉な
どをむすび，爾側に藁の
回れた縄をはって門また
は二二の上に張り渡すの
である．その形が丁度エ
ジプ1・の紳殿や王の墓な
どの入口に彫ってある太陽像に非常に似通ってみるようだ．そしてこれも矢
張りコロナに象ってみるのではないかと思ふ．
　　　　　　　　　　　　　スカラベ・サクレ
　エジブ1・の帥殿の壁などにはよく四二の形が彫ってある．これはフアブル
の二二記に書かれて一躍有名になった．山回スカラベ・サクレである．スカ
ラベ・サクレが雨脚で捧持してみる糞の王をエヂブト人は有らうことか太陽
に喩へたものらしい．省且この贔が太陽を食べたとき一一事實この糞の玉は
スカラベの食糧なのであるが一H食が起るのであると信じ，この最を非常
に崇敬したのである．これがスカラベ・サクレ（聖なる甲贔）なる名稻の由來
ともなったのであらう．もっともフアブルは糞の王を地球と考へてその名の
起源を論いてるるやうだ，
　　　　　　今夏・大阪にて大天文展覧會開催の計壷
　大阪，難波にある南海高島屋の獲案によって，本協魯の指導により，今夏，
納涼博を蓑ねて，大愚的の天文展が開催さるべく，目下，本部及び本會大阪
支部に於いて，種々原案・具膿的計書を協議中で，大いに天文學普及を計る
豫定．
